
 

 

令和４年度 第８回教育研究審議会議事概要 

 

日   時 令和４年７月 20日（水） 午後４時～午後６時 15分 

場   所 本部棟３階 大会議室 

出 席 者 藤田英典学長、加藤敦子副学長(兼)語学教育ｾﾝﾀｰ長、田中昌弥副学長(兼)ｷｬﾘｱ支援ｾﾝﾀｰ長、

田中正樹事務局長、小林重雄理事、春日由香学長補佐、佐藤明浩学長補佐(兼）図書館長、

加藤めぐみ学長補佐(兼)保健ｾﾝﾀｰ長、竹島達也研究科委員長、日向良和情報ｾﾝﾀｰ長(兼)共

通教育ｾﾝﾀｰ長、新井仁入学ｾﾝﾀｰ長、北垣憲仁地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、廣田健教職支援ｾﾝﾀｰ長、

茂木秀昭国際交流ｾﾝﾀｰ長、野中潤国文学科長、三浦幸子英文学科長、佐藤裕比較文化学科

長、原和久国際教育学科長、鳥原正敏学校教育学科長、髙橋洋地域社会学科長、横瀬晴紀

総務課長、小澤初美経営企画課長、久保田昌宏学生課長 

 

 

１ 開    会   藤田学長より挨拶  

 

２ 議    事 

（１）専任教員の募集について（学校教育学科・日本文学） 

〇委員 Aから資料１に基づき説明。 

（委員 B） 

 ６．提出書類（２）の「主要業績３点に〇をつけてください。」は、過去に良い人材が募集

してきたにも関わらず、〇がついていなかったために排除した経緯があり、文言を削除した経

緯がある。 

（学長） 

 良い人材は取りたいため、書類整理上わかりやすいから〇をつけるのであり、〇をつけな 

いからと言って排除するのは合理性がない。 

→「主要業績３点に〇をつけてください。」は残しつつ、その他指摘事項を一部修正した上

で承認。 

 

（２）特任（Aタイプ）教員の募集について（学校教育学科・理科） 

〇委員から資料２に基づき説明。 

→一部修正した上で承認。 

 

（３）特任（Bタイプ）教員の募集について（教職支援センター・教育フィールド研究） 

〇委員から資料３に基づき説明。 

→一部修正した上で承認。 

 

 （４）特任（Bタイプ）教員の募集について（教職支援センター・教職相談） 

〇委員から資料４に基づき説明。 

→一部修正した上で承認。 

 

（５）特任教員（B ﾀｲﾌﾟ）の任期更新について（地域交流研究センター） 

〇委員から資料５に基づき説明。→提案どおり承認。 

 

 

 



（６）教員選考委員会の設置について（英文学科） 

〇英文学科の教員採用について教員選考委員会を組織する。 

◇英文学科 英語教育（特任 A） 

 

（７）非常勤講師の担当科目コマの発議・提案（比較文化学科） 

〇委員から資料７に基づき説明。 

→発議について承認したが、授業計画書の再提出により継続審議。 

 

（８）非常勤講師の担当科目コマの発議・提案（学校教育学科） 

〇委員から資料８に基づき説明。 

→提案どおり承認。 

 

 （９）2023年度派遣オーストラリア交換留学選考結果について 

〇委員 Aから資料９に基づき説明。 

   （委員 B） 

    交換留学が難しいと聞いたが、今回は交換留学となるか。 

   （茂木秀昭国際交流ｾﾝﾀｰ長） 

交換留学となり授業料の負担はない。先方の大学から交換留学の話があり、今後拡大に向 

けて話を進めたい。 

→提案どおり承認。 

 

（10）フランス・西部カトリック大学との協定締結について 

〇委員 Aから資料 10に基づき説明。 

（委員 B） 

    先方の大学の詳しい情報を把握したい。 

→次回、先方の大学の情報を踏まえた上で審議するため、継続審議。 

 

（11）令和４年度開講科目について（学校教育学科_専門） 

〇委員から資料 11に基づき説明。→提案どおり承認。 

 

（12）令和４年度非常勤講師授業担当科目（取消_第 16回） 

〇委員から資料 12に基づき説明。→提案どおり承認。 

 

（13）令和４年度開講科目について（学校教育学科_教職） 

〇委員から資料 13に基づき説明。→提案どおり承認。 

 

（14）令和４年度非常勤講師授業担当科目（取消_第 17回） 

〇委員 Aから資料 14に基づき説明。 

   （委員 B） 

    取消ごとにその分費用も発生するため、開講科目を決定する際には、よく検討されたい。 

→提案どおり承認。 

   

（15）2024（令和６）年入試の変更点について（学校教育学科・英文学科） 

〇委員 Aから資料 15に基づき説明。 

   （委員 A） 

    選抜方法の 2024年度と 2025年度とは 2024 年度入試と 2025 年度入試という意。 

 



（委員 B） 

    定員について、都留市枠から取ってしまうと定員が半減してしまう。 

→定員以外について提案どおり承認。定員については、継続審議。 

 

３ 報 告 

 （１）令和３年度の総括と令和４年度の計画（教職支援センター） 

〇委員から資料 16に基づき説明。 

 

 （２）富士山プロジェクト 2022ポスターについて 

〇委員から資料 17に基づき説明。 

 

 

４ その他 

 

５ 閉 会   

 

以 上  


